
札幌大学繚合論叢 第30号（2010年10月）  

〈論文〉   

看図作文授業の追試研究（Ⅳ）  

－教育実習生による看図作文指導の実践－  

伊藤公紀1渡辺聡2 石田ゆき3 稲岡亜佑美4 伊藤裕康5 鹿内借善6  

1研究の目的   

鹿内【11および鹿内ら【2］～「12l・【叩－【20】，伊藤ら【16］は，創造性が溢れ個性豊かな作文を書き  

進める方法として，君国作文指導法を開発・提案してきた。看図作文は，もともとは中国  

の国語（語文）教育で行われている作文指導である。筆者らは中国の看図作文をベースに  

し，教育心理学や記号論・物語論等の研究成果を取り入れ，従来の中国式の看図作文とは  

異なる「新しい看図作文」（以後「看図作文」と略記）を体系的に整備してきた。   

看図作文は絵図や写真等の観察を作文指導の中に取り入れており，そのことがこの指導  

法の大きな特徴といえる。絵図等に描かれている事物・事象を学習者に観察させることで，  

それら要素に内在する属性を意識させ，要素間の関連を容易にするねらいがある。さらに，  

こうした活動を通して絵図には措かれていない事物・事象を試行錯誤的に補完し，その中  

から無矛盾で説得力のあるストーリーを構成させる手法である。   

看図作文は，具体的には以下の3つの活動から構成されている。  

変換（trallSlation）  

テキスト中で記述されている概念や内容を別のことばに言い換えたり，  

ある種の記号表示法を他の表示法に変えたりする活動  

要素関連づけ（interpretation）  

テキストを構成している諸要素を関連づける活動  
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外挿（extrapolation）  

テキスト中で記述されている内容を超えて，結果について推測したり，  

発展的に考えたりする活動   

また，看図作文で培った指導技法は作文指導以外でも有効であることが確かめられつつ  

ある【1鋸20】。ヴィジュアル・リテラシー教育への応用や街の景観問題を考えさせる学習等  

に対しても，「みる」活動が極めて重要であり，そこで必要なスキルは看図作文での「み  

る」活動と同根とみなせる。   

筆者らはこれまで看図作文の指導法で利用可能な絵図や写真，教師の発間等を授業モデ  

ルとしてパッケージ化し揺案してきた。その提案の中で報告してきた授業実践は，看図作  

文の研究活動にその初期からたずさわってきた者が実施してきたものであった。本手法が  

汎用性が高く応用範囲の広い手法であることを明らかにするためには，これまで看図作文  

の指導経験のない教員が，これまで筆者らが実践してきたものと同等の教育効果をあげる  

ことを確かめる必要がある。このため，伊藤らt13】～【15】はこれまで開発されてきた看図作  

文指導パッケージの2つについてその有効性を検証してきた。こうした検証から，看図作  

文の指導経験のない教員であっても，十分に効果的に学習者の作文指導を達成できること  

が確かめられたと同時に，これまで筆者らが気づかなかった看図作文指導上の留意点も明  

らかとなってきた。   

本研究では，この点をさらに一歩進め，まだ正式に現場教育にたずさわっていない教育  

実習生が看図作文指導を効果的に行うことができるかについて検証を行った結果を報告す  

るものである。  

2 実験授業  

2．1学習者および授業者   

学習者は小学校第3学年1クラス29名，授業者は本論文の第4筆者の稲岡である。  

稲岡は実験授業当時，教育実習生であった。実施時期は2010年1月，実験授業は1時限  

である。   

なお，実験授業で用いた看図作文用絵図は本論文の第3筆者の石田のオリジナル作品で  

ある。  
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2．2 授業目標と授業計画   

2008年に改定が行われた小学校学習指導要領【23］の第3学年および第4学年の指導につ  

いて次の記述がある。  

1目標  

（2）相手や目的に応じ，調べたことなどが伝わるように，段落相互の関係などに注意  

して文章を書く能力を身に付けさせるとともに，工夫をしながら書こうとする態度を  

育てる。  

2 内容   

B 書くこと  

（2）ア 身近なこと，想像したことなどを基に，詩をつくったり，物語を書いたりす  

ること。   

上記の学習指導要領の指示に基づき，授業者は実験授業の学習目標を以下の2つに定め  

た。  

1．絵図を読み取り，想像しながら場面を考えることができる。  

2．絵図の読み取りを基に，楽しく作文に取り組むことができる。   

上記の学習指導要領の目標にある「調べたことなどが伝わる」ようにするための活動と  

して，看図作文では絵図の読み解きを行わせる。また，筆者らは「書こうとする態度を育  

てる」ためには，作文に対するモチベーションを高めることが必要条件となると考えてい  

る。そ・のために看図作文では，適度な「謎」を絵図の中に組み入れ，それを自由に解釈す  

る楽しみを学習者に与えるように指導する。   

図1は実験授業で用いる絵図教材である。身近な事物・事象を題材にした絵図であり，  

低学年向けの絵図である。  
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図1：看図作文用絵図：「ラーメン・カレー」   

授業者は次の1～6の発間を順に行っていき，学習者は絵図を読み解きながらそれに答  

えていく。これは筆者らが問答法看図作文【2】とよんでいる手法である。発間はワークシー  

トにまとめられており，それは各学習者に配布されている。  

発間1．ここはどこですか？   

発問2．ここに張られているものには，どんなものがありますか？  

発間3．真ん中に立っている男の人は誰でしょうか？  

発間4．男の人について詳しく書きましょう。   

発間4・1．男の人が左手で何を指し示しているのでしょうか？   

発間4－2．男の人が右手で何を指し示しているのでしょうか？   

発間5．男の人は何をしているのだと思いますか？  

発間6．子どもたちの様子について詳しく書きましょう。  

発間6－1．その話を聞いた子どもたちはどんなことをしていますか？   

発間6－2．その話を聞いた子どもたちはどんな気持ちでしょう？   

問答法看図作文では上記のような問答を授業者と学習者が行うことで，作文に書くべき  

ストーリーの構造や内容が徐々に形成されていくように工夫されている。   

また，図1には絵図を一瞥しただけではすぐに説明がつかない以下の2つの「謎」が描  
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かれている。  

・右下に座っている男の子が両手を上げているが，左手は手のひらを開いているが右手   

は人差し指のみを立てている。  

・カレンダーには18日の箇所に丸印が付けられているが，大人の男性がカレンダーを指   

し棒で指し示しているのは18日ではない。   

ただし，こうした仕掛けを学習者が必ず利用しなければならないという制約はない。授  

業者は学習指導案の中で，留意点として「自由に発言させ，絵図の中にたくさんの情報が  

含まれていることに気づかせる。」ことを挙げている。このことは絵図に仕掛けた「謎」  

以外のすべて要素に対して自由な角度からそれらの要素が持つ属性を意識させることを意  

味している。   

授業着からの強制的な誘導は，学習者の作文へのモチベーションを下げてしまう危険を  

伴う。絵図を考案する際には制作者側の意図としていくつかの仕掛けを埋めこむことを行  

うが，そのことは必ずしもその意図通りに誘導することを目指しているのではない。各学  

習者のレベルに応じたイ発見」を尊重し，連鎖的な他の要素の発見をゆるやかに援助する  

ことが望ましい。   

また，授業者と学習者との問答の様子を他の学習者が聞くことで，それを自らの作文の  

内容として取り入れたりヒントにしたりすることもある。こうした行動は授業者が一方的  

に押し付けるように要素関連づけを披露するよりも，作文に対する自律感を損ないにくく，  

モチベーションを維持しやすいといえる。  

3 授業記録   

以下に実験授業の授業記録を掲載する。なお，授業記録中のTは授業者の発言，Sは発  

言者が特定できない学習者の発言を表している。  

3．1導入部   

授業者は学習目標を知らせ，これまでの学習を思い起こさせ新たな学習への準備を整え  

させている。また，下線部αで，問答法によって授業を進めていくことを学習者に告知  

している。  
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T：はい，じゃあまず国語って書いて，果板に書いてあります，作文を書こうってなっ   

てるんだけど，今日はみんなにお話を作ってもらおうと思います。お話，作ったこと   

あるかな？  

S：2年生の時…。   

S：ある。   

S：きつねとうさぎの…。   

S：あるあるある…。  

T：そしたら，みんな（聞き取れず）ちょっと，まずは，えー，お詩作るんだけど，そ   

の材料を今から渡していきます。配ってね。（図1の絵図を各学習者に配布）  

Ss：ありがとうございます。  

T：全部見たかな－。この絵なんだけど，何措いてある？  

S：カレーライス。   

S：ラーメンひ   

T：ラーメン。後は？  

Ss：（口々に色々なことを発言）  

T：そう，もういっぱいあるね。この絵の中ね，たくさんのこと措いてあります。今日   

はこの絵をみて，お話作っていくからね。だけど，うーん，わーっていっばい出ちゃ   

うんだけど，ちょっと頭の中を整理しながら考えていこうかなっていうことで，こん   

なもの用意したから，配っていくよ。『つないじゃおう，絵の物語』（ワークシート   

を配布）。はい，お願いします。もらったらね，名前書いて待っててね。  

Ss：ありがとうございます。  

T：よーし，みんな書いたかな？書き終わったね。発生．これからいくつか質問してい   

きます。。みんなは絵を見て，「あっりて気付いたこととか，わかったこととかあっ   

たら，どんどんね，あの－，言って欲しいんだ。いっぱい意見があるほどおもしろい  

かl「h  

3．2 発問1：「ここはどこですか？」   

授業者はまず絵図に描かれている場面がどのような場所なのかを学習者に意識させよう  

とし，学習者らの回答を特に収束させずに各自に自由に記述させている。また，下線部む  

では，それぞれの考えを尊重し否定せず，なおかつ他の学習者の意見を柔軟に受け入れる  

ことを可能とするように働きかけている。  
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T：じゃ，まずいくよ。1番。ここはどこですか？   

S：はい！  

T：おぉ‥サごい。はい，どうぞ。  

S：学校の教室。   

T：学校の教室。   

S：いいで－す。   

S：同じです。  

T：学校の教室。他には？はい。   

S：子ども達がたくさんいる場所。  

T：子ども連がたくさんいる場所。そうだね，子ども，なんかいるね。子どもいるもん   

ね。他には？  

S：あの，00活動とかで，1年生から6年生（聞き取れず），そのときに，なんか給   

食の話かなんかしている。  

T：給食の話を，00活動でしているんじゃないか，という意見もあります。よし。し   

たら，ここはどこですか？自分はね，ここだ一って思う所を書いて。で，友達がすご   

くいいこと言ってたら．・それ真似っこしてもいいから。♭  

Ss：（記述中）  

3．3 発問2：「ここに張られているものには．どんなものがありますか？」   

2番目の発間は，絵図に描かれている人物についてではなく，壁や黒板に張られている  

オブジェクトについてである。これは，まわりのオブジェクトについて注意を向けさせ，  

それらの属性を意識上で励起させることで，その後，それらのオブジェクトと人物オブジェ  

クトとの要素関連づけを豊かにイメージしやすくする配慮である。  

T：はい，じゃ次の質問にいきます。2番。ここに張られているものには，どんなもの   

がありますか？さ，何張られてる？はい。   

S：カレンダー。   

T：カレンダー。みんな見つけた？カレンダー。   

Ss：はい，見つけた。  

S：先生が，針みたいな変なので指してる。  

T：指してるね。他は，何張られてる？はい。  

S：時間割みたいなの。  
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T：時間割。見つけた？時間割。   

S：カレンダーの横にある。   

T：あるね－。カレンダーの横に。他には？はい。   

S：カレーとラーメンの写真。   

T：見つけた？カレーとラーメンの写真。他には？はい。   

S：磁石。   

T：磁石。   

S：同じ考えです。  

T：同じ考え。磁石が（聞き取れず）どう…。  

S：あの，質問していいですか？  

T：質問していいよ。  

S：あの，さっきの絵のところ丸を付けてもいいですか？印みたいの付けていいです  

か？   

T：ん，どこに印？  

S：色々．な人が言ったものに…。  

T：いいよ。付けてもいいよ。はい，他に，見つけたな一つていう子は…。大体出た   

かな？そうしたら，ここに張られているものはどんなものがありますか？自分の見   

つけた，張られているものをワークシートに書いてみよう。こうじゃないか，沢山あ   

るよね。   

Ss：（記述中）  

3．4 発間3：「真ん中に立っている男の人は誰でしょうか？」   

次の発問は初めて絵図中の人物に言及するものである。この発間3は，以後続く人物に  

関する発間の中では最も難易度の低い発間である。以下の授業記録にあるように，ほぼ全  

ての学習者が中央に描かれている大人の男性は教員であると答えている。しかし，中央の  

男性の属性を明確にイメージしておくことは，形式以上に必要なことである。たとえば，  

ひとたび中央の男性が教員であると決められたならば，他の登場人物である子どもたちと  

の要素関連づけの方向性の決定を学習者に促すからである。  

T：次，3つ目の質問いきま－す。さあ，絵を見てね。真ん中に立っている男の人は誰   

でしょう？はい。  

S：先生だと思います。  
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S：先生。   

Ss：同じ考えで－す。   

T：先生の他の意見ある人いるかな。  

S：子どもだったら，もうちょい背ちっちゃいから。  

T：子どもは…。そっか，子どもだったら背ちっちゃいもんね。（聞き取れず）先生なっ   

ちゃうもんね。はい。  

S：あの，子ども連の先生だと思います。  

T：子ども達の先生。子ども適って，この絵の中にいる，子ども達の先生。詳しいね。   

はい，他には－。はい。   

S：大人。  

T：大人。そっか。先生…じゃなくて…。  

S：教師。  

T：そう，教師。で，他にも大人。先生かどうかわかんないけど大人だよ一つていうこ   

とね。二人がさっき言ってくれたもんね。子どもだったらもっと背が低いんじゃない   

の，大きいから大人じゃないか，という意見も出てます。よし，そうしたら3番目。   

真ん中に立ってる男の人誰でしょう？自分の思った入 善いてみて下さい。  

Ss：（記述中）  

3．5 発問4－1：「男の人が左手で何を指し示しているのでしょうか？」   

次の発間は中央の男性が左手で何を指し示しているかである。ここで中央の男性がカレ  

ンダーを指し示していることは学習者にとって簡単に回答し得る。以下の授業記録では，  

カレンダー全体を指し示しているという認識とカレンダーの特定の日づけを指し示してい  

るという認識に分かれているが，これは特に問題とならない。  

「オブジェクトカレンダー」は時間軸の広がりの象徴である。学習者にカレンダーを  

意識させることで，この絵図に措かれている事象に時間的な順序や関連を，物語のストー  

リーに組み込ませる作用をする。特に，低学年の場合は比較的スケールの大きい時間軸に  

沿ったストーリーの組み立てが難しいといえる。こうしたことが必要な場合，複数の絵図  

で時間的な流れを意識させることは可能である。しかし，絵図が増えることで情報量はそ  

れにしたがって多くなり，「変換」活動だけでなく「要素関連づけ」や「外挿」活動も増  

加していく。1幅の絵図だけで時間的な広がりを意識させるためには，カレンダーのよう  

にそれ自身が時間の広がりを意識させることのできるオブジェクトを配置し，絵図を構成  

することが有効である。  
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T：はい，じゃあ次4番目の質問いきま－す。4番目の質問。男の人について詳しく書   

きましょう。今みんながさ，答えた男の人ね。男の人について。まず，左の手で何を   

指し示しているのでしょう？はい。   

S：カレンダー。   

T：カレンダー。   

S：ん？   

S：右手じゃないの？   

S：え？左手？   

S：それ右手…。   

T：あ，どっちだ？  

S：左手でしょ。   

S：先生から見て右手でしょ。  

Ss：（しばらくの間，右手と左手を混乱している。）  

T：轟から見たら，左手どっち？  

S：（それぞれプリントを掲げてみる）  

S：左手になる。   

T：ピンポン！棒指してる方左だね。はい，左手で指し示しているのはカレンダーだっ   

て意見出てます。後は？はい。   

S：カレーとラーメン…あ▲‥た…。  

S：カレーとラーメ…あ・・・。（間違いに気付く）  

T：はは…右…。カレンダーを示しているんじゃないか。   

S：11月1日の火曜日のカレンダー。  

T：はい。もうちょっと…。（聞き取れず）  

S：11月1日の火曜日のところに，先生が，指し示してる。  

T：そう，カレンダーの中でも，11月1日のところに先生は示しているんじゃないかっ   

ていう意見も出てます。おもしろいね。すごいね。よく見たね。よーし，じゃ，自分   

が思う左手で指し示しているもの書いてみよう。どこ指してる？男の人。  

Ss：（記述中）  

3．6 発問4－2：「男の人が右手で何を指し示しているのでしょうか？」   

この頃には学習者らは絵図から要素を抽出する「変換」活動や「要素関連づけ」活動に  

慣れてきている。それにつれて意味を見出しにくいような要素関連づけの発言も日立つよ  
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ぅになってきている。しかし，特に授業者が指摘せずとも・下線部cのように学習者自身  

がそれに気づき，意味を見いだせるような要素関連づけを行おうと軌道修正する動きが出  

てきている。  

T：はい，では左の次。今度右いきま－す○右の手で，何を示しているでしょう？ちょっ   

と待って，一番。はい。  

S：カレーとラーメンの写真。  

T：カレーとラーメンの写真。他は？うーん。  

S：指から見て…。  

S：カレーから見て…。  

T：ちょっと待ってね。  

S：写真だったらカレーの方が…。  

T：はい。   

S：磁石。   

T：磁石。  

S：お－，すごい！  

S：それやろうとしたんだけど…。  

S：同じ考え。  

S：まだあった－。   

T：はいはい，どこ？   

S：黒板。  

T：黒板を指してるんじゃないか。お－。後は？はい。  

S：カレーとラーメンの写真。  

T：カレーとラーメンの写真。  

S：もうそれ言った。  

S：もう言ったわ。  

T：はい。  

S：写真の中の，カレーの方を指してる。  

T：写真の中のカレーの方なんじゃないか0お－o   

S：もしかして…。  

T：はい。  

S：カレーのお皿。  
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T：お皿。   

S：お皿指したって意味重いじゃん∩で   

S：微妙だ匂  

T：よーし，したら，右の手で何を指し示しているのか書いてみよう。  

S：11月1日にカレーを…。（聞き取れず）  

S：いいな－。   

S：バイキングだったら‥・。   

T：右の手で何指してるんだ？  

Ss：（記述中）  

3．7 発問5：「男の人は何をしているのだと思いますか？」   

発間5は，中央の男性がどのような人物で，彼が左右の手で指し示しているものがそれ  

ぞれ何であるかを意識させた後に，この男性が何をしているところなのかを外挿させる段  

階である。学習者はこれまでワークシートに書き記した変換・要素関連づけの成果と矛盾  

をうまないように，外挿することを試みる。無矛盾なストーリーの展開に成功することは  

大きな達成感を学習者に与えるため，特に明示的な指導を行わずとも，学習者は自然に無  

矛盾性を保とうとする。なお，発間4－2において意味を見出しにくい要素関連づけに対し  

て修正しようとする動きも同様な理由と考えられる。ただし，外挿活動に到るまでの発間  

やワークシートが十分に計画されたものである必要がある。  

T：はい，（5）いきま－す。次（5）。男の人は何をしていますか？かぎ括弧付いてるよ。   

話し言葉を使って，本当に話してるように書きましょう。うん？男の人何してるの？  

S：うんと，生徒達に何か棒で「11月1［Ⅰ火曜日にカレーとラーメンが出る」みたいな。  

T：出るって，何してるの？  

S：リザーブ給食だ。   

S：教えている。   

T：敢えている。教えているってことは…。   

S：リザーブ給食。   

S：話している。  

T：話している。話している，そうだ。先生何か話しているんじゃないか，かぎ括弧，   

話し言葉を使って本当に話してるように書きましょう。先生が，今，こっちとこっち，   

右と左何か示してるよね。それ何を話しているのか，かぎ括弧の中に，先生のセリフ  
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だね，話してるように，話す時の青菜あるじゃか、。それを，それをね善くんだけ   

れども，先生何て話してる？   

S：11月1日に…。   

S：リザーブ給食があるので…。  

S：ラーメンかカレーか選べますよ。  

T：聞こえなくなっちゃった。いいよ，手挙げていいよ。手挙げて。はい。  

S：11月1日の火曜日のリザーブ給食はラーメンとカレーだよ，です。  

T：お－。他には？はい。  

S：11月1日火曜日は，リザープ給食があるので，ラーメンキカレー，どちらが食べ   

たいですか。  

T：は－，こっちは2つ食べれるよって，こっちの意見だと，どっちか選べるよ。   

ちょっと違うね。はい，他にあるかい？はい。  

S：11月1日は，カレー，カレーが発明された日，だって言う。  

S：すごい。  

T：お－，カレーが発明された日，だよ一つてみんなに。  

S：それなら，隣のラーメン，カレーラーメン。  

T：そうだ。それだったら隣のラーメン，もしかしたらカレーラーメンかもしれない。   

他にあるかい？はい。  

S：カレーとラーメン見学で，どちらがいいかなっていう…。  

T：あー，給食食べるんじゃなくて，見学に行くよって。どっちにしようか話してる。   

は－，おもしろい。これもアリだよね。よし，じゃ（5）番，書いてみよう。男の人は   

何話してるかな。  

Ss：（記述中）  

3．8 発問6－1：「その話を聞いた子どもたちはどんなことをしていますか？」   

発問6－1は，発間5を受けて，その間き手である「子どもたち」がどのような様子であ  

るかについて意識させるねらいがある。また，絵図に仕掛けられた「謎」の一つである左  

右の手の開いている指の数が異なる子どもについても意識させている。  

T：よし，そろそろね（6）いこうかな。（6）いくよ－。はい，（6）いきま－す。そのお話   

を聞いた，誰のお話？  

S：先生。  
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T：先生，男の人だね。そのお話を聞いた子供達の様子について詳しく書きましょう。   

子供達はどんなことをしてると思いますか？はい，絵見て。子供どんなことしてる？  

はい。   

S：なんか喜んでる。   

T：喜んでる。   

S：同じ考えです。  

T：喜んでる？喜んでる？  

S：（聞き取れず）  

S：ジャンプしてるよ。   

T：あ，一番下の子，ジャンプしてる。  

S：なんか机から。（聞き取れず）  

S：あ，そっか。   

S：椅子が無い。   

T：他には？子ども何してる？子ども一人じゃないしょ，いっぱいいるしょ。はい。  

S：子ども…自分達から絵を見て，右側に，こうやって5と1，こうやって喜んでる。  

T：うん，なんか，5と1やってる。  

S：5対1？   

S：いちご？   

S：カレーとラーメンだよ。   

S：（聞き取れず）   

S：カレーの隠し味にいちごが入っている。  

T：あ，なんか，いちごって言ってる男の子がいるよ，つていう意見も出てます。  

S：でも違う。もしかしたら誕生日を，誕生日の日にカレーとラーメンのどっちが出る   

とか。  

S：（聞き取れず）  

T：はい。他には？他は？他，何してる？はい。  

S：あの，少し，さっきのHさんと似ていて，あの，4つの角が集まっている机の右上   

にいる子が…。   

S：右上にいる子。  

S：あの，なんか5と1で多数決しているみたいなポーズをしている。  

T：多数決を取っている。すごいね－。多数決を取っている。こんな意見も出てきた   

よ。5人と1人？  
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S：（うなずく）  

S：え，でもさ－。（聞き取れず）  

S：でもカレーとラーメンって，クラスで決めることじゃないだろうし‥・。（聞き取   

れず）  

T：あは。他には？他にこんなの見つけたよ一っていう人いる？他は－？  

S：うわ，なんか，机叩いてる男の子いる。  

T：机叩いてる男の子がいる。どこだ？どこだ～？  

S：うんと，右の・・・。  

S：右。   

S：右下。  

S：一番右側の…。   

T：あ，右の下。机を叩いている。  

S：5と1をやっている人の下側に，こうやって（机を叩いてみる）ドンって。  

T：ドンっそ。よし，じゃ，ここ書いてみよう。子ども達はどんなことをしてると思い   

ますか？  

S：喜んでいる。  

T：書いていいよー。絵の中で見つけたもの，いっぱい書いていいからね－。  

Ss：（記述中）  

3．9 発問6－2：「その話を聞いた子どもたちはどんな気持ちでしょう？」   

発間6－1で子どもたちについての「変換」「要素関連づけ」活動を経て，発間6－2では  

子どもたちについての「外挿」活動を行わせる。学習者に配布されているワークシートに  

は，発問6－2に対する回答は会話文で記述するように要求されている。  

T：はい，じゃ，最後いきます。最後。かぎ括弧。またかぎ括弧出てきた。話し言葉を   

使って，その時の子供達の気持ちを書いてみましょう。子僕どんな気持ちだろう？  

S：なんか，わくわくしている。  

T：わくわくしてる，他は？はい。   

S：心が躍っている。   

T：心が躍っている。  

S：なんか，こういう形の心が・‥ （手でハートを作って見せる）。  

T：これね，でもね，かぎ括弧だからね。かぎ括弧 普通こう，何ていうんだろう，話  
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し言葉が入るんだよね。どんなことを考えてるかな．心の中で。はい。  

S：「やった－。」   

T：「やった－。」「やった－」出てきました。他は？  

S：「早くその日になって欲しいな－。」  

T：「早くその削こなって欲しいな。」あるね，あるね。他に無いかな－。はい。  

S：「嬉しいな－。」   

T：「嬉しいな－。」   

S：「好きな給食で良かったな。」  

T：「好きな給食で良かったな。」いろいろ意見あります。よし，じゃ，書いてみよう，   

最後。子どもたちの気持ちはかぎ括弧で書いてみよう。  

Ss：（記述中）  

3．10 作文の記述 

学習者はこの段階でワークシートヘの記述を完成させている。問答法看図作文は教員の  

発間に対応した回答をワークシートに記述していくことが，物語を構成するための取材活  

動となっている。無矛盾なストーリーの構成を成功させた学習者にとって，これから物語  

を書き記すことは，膨らんだアイデアを作文用紙の上で具現化する作業となり，作文への  

モチベーションは高く維持されやすい。以下の授業記録では，下線部dのように，授業  

着からこれまでの活動に基づいて物語を作るということを知らされた途端，「おもしろい」  

という反応が返ってきている。   

なお，作文を書くスピードは個人差が比較的大きかった。しかし，幾人かの学習者が2  

枚日の作文用紙を取りに行く様子をみると，比較的ゆっくりと書いていた他の学習者もほ  

とんどが雑談を止め，書くことに集中しだしていた。  

T：はい，じゃ今日はこれから，今みんな（聞き取れず），絵の中で何が起きているの   

かとか，どんなことをしているのかっていうことを考えてきたんだけど，それを使っ   

て，お話を作ります。   

S：お－．おもしろい。d   

T：はい，配って下さい。  

S：ありがとうございます。  

T：紙もらったらね，もうすぐ自分のお詩作り出して…。名前書いておいてね。この絵   

使って，どんなお話できるかな－。  
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S：とある学校。  

T：とある学校。ふふ。名前書いたらどんどん始めていいからね。  

S：とある学校の3年生…。   

S：1年生じゃない？   

S：○×△小学校。   

S：なにそれ。   

S：ものすごい適当だね－。   

S：題名何？  

T：あ，題名つけたい人，題名つけていいよ。誰かね，主人公作りたいって？主人公   

作ってもいいよ。うんと，この中の1人だけ主人公にして，お請書いてもいいよ。名   

前つけて書いてもいいし。  

Ss：（記述中）  

4 作文例   

以下に，学習者が書いた作文例を掲載しておく。ただし，今回の実験授業では，1時限  

という限られた時間の関係上推敵指導を行っていない。そのため，冗長な表現や不適切  

な段落などが混じっていることがあるが，そのまま掲載している。なお，明らかな誤字や  

送り仮名の間違いなどは修正してある。  

学習者Dの作文   

ある日、学校のさやかちゃんのクラスでは，社会の勉強で見学に行くところをきめてい  

ました。  

「11月の一，二 三，四日のどの日かでカレー工場見学とラーメン工場見学のどちらか  

に行こうと思っているんだけどどっちがいいかな。」   

と先生が聞いてみると男の子が，  

「ぼくは，ラーメンが大すきだから，ラーメン工場がいいな。」   

と言いました。すると女の子も言い出しました。  

「わたしもラーメン工場見学がいいわ。だって，カレーの作り方はお母さんが作ってい  

る所をみているもの。」  

「なるほど。でも，カレーのもとになるカレールーの作り方は知っているの。」と先生が  

ききました。  
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「それも気になるけど，ラーメンの方が，知っているものは少ないし，めんの作られる  

所も見たいわ。」と女の子が言いました。  

すると，先生が，  

「みんなは，どうだい。ラーメン工場でいいかい。」   

そしたらみんなが，  

「いいよ。いいよ。」   

「ラーメン工場にさんせい。」  

「日にちはどの日がいいかい。」   

ときいてみると，みんなが，  

「11月1日がいいよ。」  

「11月1日がいいよ。」  

と言いました。  

そして先生が  

「どうして。」   

ときくとみんなが，  

「まちきれないもん。」  

と言いました。   

すると先生が，  

「11月1日にラーメン工場見学に行くことを決定いたします。」   

さやかちゃんは，  

「はやくその日がくるといいなあ。」   

と思っていました。  

5 考察と今後の課題   

本研究では，教育実習生が実験授業を行う形で看図作文の指導法としての有効性を検証  

する研究を行った。   

看図作文で用いる絵図は学習者の発達段階に合わせて用意されるが，本研究で用いた絵  

図は比較的低学年向けの絵図である。描かれている題材は学習者にとって身近な事象であ  

り，容易にその状況を想像することができる 。しかし，そこには少数ではあるが解釈をす  

る楽しみを含む「謎」が埋め込まれており，学習者は自らのレベルに応じて，それらを利  

用し作文を書き進めていた。  
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また，授業者の発間を媒介として学習者に行わせる取材活動は，すべての要素を一気に  

統合させるような要素関連づけは行わせず，一対比較的に行なっている。そのことが適度  

に単一のストーリーに収束させない効果をもたらしている。このことは看図作文が学習者  

の技量に沿った創造的な作文を書かせることのできる指導上の利点と考えられる。   

物語にはストーリーが必要である。しかし，それを一方的に押しつけてしまっては想像  

する楽しみが無くなり作文への動機づけは難しくなる。授業者は一定の自由裁量を確保し  

ながら論理的破綻を起こさせないように要素関連づけを行わせる必要がある。このために  

は発間やワークシート等を工夫することが有効といえよう。   

実験授業では，学習者らは活発に取材活動に取り組んでおり，その結果としての作文は  

小学校第3学年としては十分に豊かなものといえた。   

なお，学習者が作文を書くために使用した作文用紙は縦書き用で，1枚あたり15文字×  

16行のものである。29人の学習者の平均作文量は27．0行，標準偏差は15．89行であった。   

また，作文用紙の余白や裏に教育実習生へのメッセージを善いていた学習者は授業出席  

者29名中26人であった。以下はそのメッセージの例である。  

学習者Ⅰの感想  

作文や物がたりをかくのがにがてだったけれど，このものがたりをかいてちょっ   

と自信がつきました。  

学習者0の感想  

教えてくれてありがとうございます。おかげで作文がすきになりました。   

これらのことから実験授業で設定した学習目標はほぼ達成したとみなしてよいと考えら  

れる。また，こうした成果を現場経験の無い教育実習生が成し得たという点は，看図作文  

が作文指導法として有効であることのひとつの例証といえよう。ただし，このことは実験  

授業の担当者の個人的資質に依存することも考えられる。したがって，こうした検証は今  

後も積み重ねていく必要がある。  

（付記）本研究は日本学術振興会科学研究費「ヴィジュアルテキストを創造的に読む力を  

育てる教材開発・授業開発」（研究代表者：鹿内借善，課題番号：21530969）によっ  

て行った。  
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